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入選 

石川 凛夏（いしかわ りんか） 宇津木台小 1 年生 

作品名：「あいうえおのせきがえ」をよんで 

図 書：あいうえおのせきがえ 

 

 わたしのたんじょうびに、ふくしまにすんでいるおばあちゃんから本がとどきま

した。とてもおもしろそうなのですぐよみはじめました。 

 わたしとおなじぐらいのおんなのこのもんちゃんのおかあさんがつくってくれた、

「あいうえお」ひょうにかかれたもじたちのおはなしです。もじたちはいつも、ま

しかくのますにきめられたじゅんばんですわっていることが、せまくるしくたいく

つでつまらなくかんじていました。だから、いえのひとにぜったいみつからないよ

うにきをつけて、ひょうからとびだしてあそんでいました。 

 あるひ、もんちゃんががっこうでせきがえをしたときいて、もじたちもせきがえ

をしてみることになりました。 

 はじめにうごきたかったのは、「ん」です。「ん」のちかくには「わ」しかいない

からです。「ん」は「あ」のせきとこうかんしておおよろこびです。 

 つぎに、ことばをつくってならんでみることにしました。ねこ、たぬき、ゆめ、

えほん…など、たくさんのことばができました。そのなかに、にわ・せみ・すな、

のもじたちはふたつのせきをいったりきたりして、とてもたのしそうです。わたし

がおもいたつのは、「かさ」「さか」です。ほかにもさがしてみたいとおもいます。 

 もじたちのきもちになってみると、ずっとおなじせきにいるよりせきがえをして、

いろんなおともだちとおはなしできるのはたのしいことだとおもいました。 

 わたしも、ことばをつくって、せきがえをしてあげたいとおもいました。 

 

 

 


